




 

88 �v �b �X�C�~ �± �Û�¹ �B ���� �º �Ø7÷�a �º �M*ñ�q �· �� �Ì ��


Æ��>Ì

�p�Û#.&ÉF÷*fFÖH�
œFø8bFþ�"
–Fû�"FóFö�ö&OFÛG�0Ž1�FçH�
œFþ�o�UG��…�¡Fþ#'1ßFÛ

G�H�
œGcG/G2G^FûFúFì
œFÜ6âFè3¸G�G�G�Fö��3æFéG�FþFÛG"#.0ŽFçFöG�G�FóFïH
FåG�FûH�

�•/¡Fþ�5��Fþ�pF÷H�G6G[GyG<GŠ�š�nFû6õFéG��ö&OG"0Ž1�FçH�7Á�¼FÜ
œFû�šG�G��•

/¡FúFùG"#.0ŽFçFöG�G�FóFïH
>Ì

�–*OH��B�Ý>Ì
�p�Û#ÕFþ%±$×�ò�È�°G" 62ŠFåFëH�G�FþFõFßG�G�Fþ6õ�°G"9×G�FïH
>Ì

GVGbGQG=GG>Ì�±�Û >ô>ü �V3UH
>Ì

>Ì

>Ì

�¡&à>Ì 9×�/#ÕG2G•GMGŠG•GEGQGe>Ì

�P1ß>Ì �ø"â%4'g�±���d��9×�/7Á�Ê�µ�”&É >Þ �º#Õ>Ì

�g�•�Ç�X>Ì >à �¡>Ì

6ä
&�¥�ì>Ì >Þ>Ü>Ý>ß>Û>Ý>Þ>Û>Ý>Ü>Ù>Ý>ß>Ì

�
��>Ì G�FþFôFßG��±�Û>Ì

2��õ*…>Ì 0�4��Û&É>Ì �M�5H�,â1Â1M>Ì


�*ƒ>Ì 9×�/FÛG�Fþ0[�ƒ>Ì


Æ��>Ì


œGUG1GGG=/æ*(G"�(0ŽFçFúFÜG�H��S�B0[(òG��Ù)�G�G"G�FÛG�G�FéFß0Ž1�FçFïH
G�FïH�

�v�/�È�tF÷�È34G"�QFóFïGlG2G=G{�È�Š$Î7ÁFþ��9‚G"/œFóFïH
FåG�FûH�G8GVG=GRFþ0ò(ý

1��ÂG"/œFÔH��Â#ÝFû6õFéG�G0G2GUG0Fþ0¦1=G"/œFóFïH
>Ì

�–*OH��B�Ý>Ì
�±�ÛFþ�5��FÜFùFþG�FÖFúG�FþFÛG"��7•Fû�/9‚�g�•FçFöG�G�FÔH��Ò�‹Fþ4
2°G"*ƒFØG�FÝ

FóFÛFáFûFçFöG�G�FóFïH
>Ì

GVGbGQG=GG>Ì�±�Û >ô>ü �V3UH
>Ì

>Ì

�¡&à>Ì FÚG�FñG�Fþ$S7T>Ì

�P1ß>Ì &�-ˆ&•�¶��*…>Ì

�g�•�Ç�X>Ì ( Ù > á> Ü � ¡> Ì

6ä
&�¥�ì>Ì >Þ>Ü>Ý>ß>Û>Ý>Ý>Û>Þ>Ø>ß>Ì

�
��>Ì G�FþFôFßG��±�Û>Ì

2��õ*…>Ì 0�4��Û&É>Ì �M�5H�,â1Â1M>Ì


�*ƒ>Ì &�-ˆ&•FûFö6ä7T>Ì


Æ��>Ì

�•�Û�Û#ÕFÜ;(�b�w&k�
&Ÿ&t� 1Ÿ�
�z
&FþFÂ;(�bFÚG�FñG�Fþ$S7TFÃFû�g�•FçFöH�GjGw

G•GTG1G0F÷FÚG�FñG�Fþ�Ÿ#.G"�¸�\FçFöFÔG�H
FíFþ)•F÷H�&�-ˆ&•FûFÚFÔFöFÂFÚG�FñG�Fþ

$S7TFÃG"6ä7TFçFïH
6ä
&�pFÿH�3Æ7„Fþ�Ê�jFïFñFÜ�âFñ3¸G�FÚG�FñG�Fþ�Ÿ#.G"/œFóFïH


FÚG�FñG�G�'g�tFú�d��0���F÷FÒG�H��Ÿ#.G"3ûFçFöFÂG�FþFþFôFßG��‰FÃG�GAGGGVGNG4G•Fþ�‰

�2H�
Ì�<#ÝFúFùFûFôFÔFö�ÛG�FãFøFÜF÷FÝH��ÊFùG�FïFñFû�•G�G�G�FðFáF÷FúFßH��Û#ÕG�

FÔG�FÔG�Fú#ÕFþ�_��FÜ�“G�G��±�š�®�IFûFúFóFïH
>Ì

�–*OH��B�Ý>Ì
�…�æ&k�
FøFþ4�� G"�I�ìFéG�H
FåG�Fû�Û#ÕFþGjGwG•GTG1G0G�Fþ#.0ŽG"�ÝG�G�H
>Ì

GVGbGQG=GG>Ì�±�Û >ô>ü �V3UH
>Ì

88



 

89The Bulletin of Institute of Technologists, No. 5 

名称 高校生インターンシップ 

対象 大宮工業高等学校機械科および電子機械科 2 年生 

参加人数 3 名 

開催日時 2013/12/9～12/13（5 日間） 

会場 ものつくり大学製造学科棟 

責任者 製造学科 准教授，原薫 

備考 高校からの依頼 

内容 

1. 学生フォーミュラマシンの搬送時に使用する重量棚の製作 

2. レベルゲージの製作 
3. 卒業研究の補助 

意義，成果 
作りながら考えさせる課題を設定し，教員が直接指導した．材料の調達から加工，

組み立て，性能確認までを自ら実施したことで，作ることの楽しさを体験できた． 

トピックス   

 
名称 高校出張授業 

対象 千葉県立京葉工業高等学校機械科 1 年生 

参加人数 81 名 

開催日時 2013/11/14 

会場 千葉県立京葉工業高等学校 

責任者 製造学科 准教授，原薫 

備考 高校からの依頼 

内容 
キャリア教育の一環とのことであったので，機械科での学習がどのように役立つのか

について，レーシングカーの自作を題材に説明した． 

意義，成果 
現在学んでいる分野で，将来どのような技術が身につくのか，どんな事が出来るよう

になるのかを解説し，工高生のモチベーションの向上に貢献できた． 

トピックス   

 
名称 模擬授業 

対象 オープンキャンパス参加者 

参加人数 およそ 30 名 

開催日時 2013/8/11 

会場 ものつくり大学 C1010 教室 

責任者 製造学科 准教授，原薫 

備考 オープンキャンパス 

内容 
製造学科の学生プロジェクトを紹介し，その一つである「学生フォーミュラープロジェ

クト」の活動内容と教育的効果について説明した． 

意義，成果 
「作りながら感じ，感じながら考え，考えながら創る」製造学科が目指す教育の具体

例を示し，参加者の進路選択の一助となった． 
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名称 出前授業  

対象 埼玉県立岩槻商業高校 生徒 

参加人数 10 名（教員含む） 

開催日時 2013 年 6 月 14 日 

会場 埼玉県立岩槻商業高校 視聴覚室 

責任者 
製造学科 准教授，松本宏行, 

松本研究室卒研生 佐山遼太，常盤瑠里

備考  

内容 

「コンピュータを活用したものづくり」と題して， 

３D プリンタおよび３D スキャナなどの解説を行った． 
さらに，実際に３D スキャナを持参してデモ実演を行い， 
最新の「３D ものづくり」を体験できる授業を実施した． 

意義，成果 
8 月に開催された岩槻商業との人形製作プロジェクトとも連携して 

「ものづくり」を知り，体験できる意義あるものとなったといえる． 

トピックス  

 
名称 出前授業 

対象 栃木県立佐野東高校 生徒（1 年から 3 年）および保護者 

参加人数 2 部併せて合計 59 名 

開催日時 2013 年 6 月 21 日 

会場 栃木県立佐野東高校 

責任者 製造学科 准教授，松本宏行 

備考  

内容 

「人工筋肉を用いた未来のロボット？！」と題して 2 部構成の出前授業を行った． 

ロボットの歴史，現在活躍しているロボットの紹介そして人工筋肉に関する 
解説を行った．デモを交えて解説を行った． 

意義，成果 
生徒さんは 1 年生から 3 年生までの希望者を集めての形式であった． 

将来「ものづくり産業」を含めた進路を考える良い契機であったといえる． 

トピックス 当日の様子（アンケート回答結果含む）が冊子として関係機関に配布された． 

 

名称 出前授業 

対象 群馬県立前橋工業高校電子機械科 2 年生 

参加人数 およそ 30 名 

開催日時 2013 年 12 月 19 日 

会場 群馬県立前橋工業高校 講堂 

責任者 
製造学科 准教授，松本 宏行 

製造学科 4 年 蓮見 拓也，製造学科 1 年 狩野 竜多 

備考  
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内容 

「人工筋肉を用いた未来のロボット」と題して，ロボットに関する解説を行った．

また，デジタルファブリケーションの一例として，３D スキャナを用いたデモを行

った．そして，前橋工業高校 OB の 2 名による「ようこそ先輩」シリーズとして，

先輩から後輩へ向けて大学生活，学科プロジェクトの紹介を行った． 

意義，成果 

3 コマに相当する授業時間をいただき，出前授業をじっくり行うことができた． 

また，先輩から後輩への向けてのメッセージは，将来，ものづくり産業に関わる生

徒さんにとって参考になったと思われる． 

トピックス 高校 WEB サイトにて紹介された． 

 

 
名称 出前授業 

対象 埼玉県立川口工業高校 1 年生 

参加人数 およそ 10 名 

開催日時 2014 年 2 月 7 日 

会場 埼玉県立川口工業高校講義室 

責任者 製造学科 准教授，松本宏行 

備考  

内容 

「人工筋肉を用いた未来のロボット？！」と題して，ロボットに関する講義を行った． 

また，人工筋肉を用いた玩具を会場に持ち込みデモを行った．また，３D スキャナ

を用いて３D ものづくりに関連する実演を行った． 

意義，成果 
対象が高校の 1 年生ということで，あまり専門に寄らないように配慮して，授業を行った．

デモおよび実演を行ったのでだいぶ興味関心をもっていただいたようである． 

トピックス  

名称 岩槻商業＆ものつくり大学人形製作プロジェクト  

対象 埼玉県立岩槻商業高校 生徒 

参加人数 岩槻商業生徒 8 名（内訳：5 日 4 名，6 日 4 名）

開催日時 2013 年 8 月 5 日，6 日 

会場 ものつくり大学 製造棟講義室 

責任者 
製造学科 准教授，松本 宏行 

松本研究室学生，研究生 

備考  

内容 

毎年の恒例である「人形製作プロジェクト」を今年も実施した． 
生徒さんの製作したアイデアスケッチをもとにして，研究室学生が３D モデリング

を行い，型製作をして人形の複製を行った．8 月に合同で着色仕上げを行った． 

意義，成果 

イラストから立体化を行う過程で学生たちのモデリング技能が著しく向上した．また，

楽しみながらものづくりの大事なポイント（型，仕上げ）を習得できたことも教育

上効果が高い．生徒さんにとっても有意義なプロジェクトであった． 

トピックス 岩槻商業高校文化祭においても製作した人形の展示を行った． 
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名称 高校インターンシップ  

対象 埼玉県立進修館高校 生徒 

参加人数 2 名 

開催日時 ８月 20 日，21 日，22 日（3 日間） 

会場 ものつくり大学製造棟 CAD 室（M2070） 

責任者 
製造学科 准教授，松本 宏行， 

大学院修士 2 年 佐山 遼太 

備考  

内容 

夏季期間を利用した「高校生インターンシップ」を実施した． 

「デジタルファブリケーション実習」と題して，２次元 CAD の基礎的操作を 
行った．そして，レーザ彫刻機を用いて実際にアクリル板などを素材として， 
加工を行った．製作課題物については，各自に持ち帰ってもらった． 

意義，成果 

インターンシップを通じて，ものづくりにコンピュータがどのように活用されているかを 

知る有意義な授業となった．3 日間という限られた期間ではあったが，生徒さんの

習得は目覚ましいものがあり，予想以上の効果をあげることができた． 

トピックス 後日，生徒さんから感謝のメッセージを添えた残暑見舞いハガキが届いた． 

 

名称 体験教室  

対象 秩父農工科学高校 2 年生 

参加人数 およそ 30 名 

開催日時 2014 年 2 月 12 日 

会場 ものつくり大学 製造棟 CAD 室（M2070） 

責任者 
製造学科 教授，高橋正明，製造学科 准

教授，松本宏行 

備考  

内容 

「体験教室」の一環として，コンピュータ実習を行った． 

主に，高橋教授を中心として，３DCAD ソフトの基本操作説明を行い， 
自動車を模擬したモデル製作（モデリング，アセンブリ）を行った． 
後半では，自動車メーカのモデルデータなどを参考にして，3D プリンタおよび 
データ（STL）の取り扱いなどの説明を行った． 

意義，成果 

限られた時間ではあったが，３DCAD の使用についてコツを習得できたことは 

生徒さんにとって役立ったのではないかと推察される． 
また，３D プリンタなどの応用的な解説も行うことができた． 

トピックス  
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名称 川越ファッションウィーク  

対象 一般来場者 

参加人数 不明 

開催日時 4 月 16 日から 4 月 21 日 

会場 アトレ川越 

責任者 

製造学科 准教授，松本 宏行 

デザインアート部有志， 

松本研究学生有志 

備考  

内容 

イベント「川越ファッションウィーク」において展示などの協力を行った． 

デザインアート部有志が「春」をテーマとした絵画作品の展示を行った． 
松本研究室の学生は，研究成果物の展示デモ，３D スキャナの体験教室などを実施

した． 

意義，成果 

デザインアート部にとっては，学外での展示という貴重な経験を得ることができた． 

また，研究成果物の中には，後日懸賞付学生論文への足掛かりともなる「浮上式ミ

ラーボール照明器具」など完成度を高める契機にもなった．総じて相乗効果の高い

イベント参加であった． 

トピックス 地元新聞広告での掲載およびアトレ川越公式 WEB サイトで紹介された．  

 
名称 夏休みワークショップ  

対象 一般来場者 

参加人数 およそ 15 名 

開催日時 2013 年 8 月 11 日 

会場 アトレ川越 

責任者 
製造学科 准教授，松本宏行， 

ハンドメイドサークル monomano メンバ有志

備考  

内容 

夏休みものづくり体験教室（ワークショップ）の一環として企画実施を行った． 

UV レジンを用いたアクセサリの製作と紙をもちいた「ばね」を利用した 
おもちゃ工作教室を行った． 

意義，成果 

予定した時間の間，途切れる間もないほど多くの参加者にワークショップを体験していた

だいた．自分で考えたイラストを参考にしてかわいいアクセサリが完成することができた．

夏休みの良い思い出となったようである． 

トピックス アトレ川越公式 WEB サイトにて紹介された． 
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名称 TDW（TokyoDesignersWeek）ワークショップ 

対象 一般来場者 

参加人数 およそ１０名 

開催日時 2013 年１０月２７日 

会場 TDW 会場内テント 

責任者 
製造学科 准教授，松本 宏行， 

TDW プロジェクトメンバ（リーダ：製造学科 2 年 茨木 優輝 他） 

備考  

内容 

製造学科支援プロジェクト「TokyoDesignersWeek プロジェクト」の作品展示に 
加えて，「ワークショップ」を企画し実施した． 
「形に残る思い出つくり」と題して，携帯端末のイヤホンジャックに 
差し込むアクセサリを参加者に製作してもらった． 

意義，成果 

毎年，TDW イベントにおいてワークショップに積極的に参加している． 

作品展示とも性格が異なり，参加者との交流をしながら実際に「もの」を製作して

いく．学生たちにとっても学ぶ点が多い．教育的な成果をあげることができた． 

トピックス 公式 WEB サイトをはじめ，全記録集「TDW2013 ALLRECORDS」に掲載された． 

 

名称 子ども大学ぎょうだ 

対象 小学校 4～6 年 

参加人数 36 名 

開催日時 2013/7/13,2013/9/28 

会場 ものつくり大学 

責任者 
製造学科 教授，龍前三郎 

建設学科 教授, 長谷川正幸 

備考 県，市町村，企業，NPO，大学の連携事業

内容 

子ども大学の学習プログラム「はてな学」の中で 7 月 13 日に「アニメーションを作ろう」

製造学科 龍前教授，9 月 28 日に「ピサの斜塔はなぜ傾くの？」 建設学科 長谷川

教授がそれぞれ講義を実施した．どちらも実演・実習が含まれており，子どもたちの

関心を深め，講義の内容もより理解してもらった． 

意義，成果 
小学生の知的好奇心を満足させ，ものづくりへの関心を高める．また，産・官・学の連

携を深める． 

トピックス 大学 HP に掲載  
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名称 
鋳物で銀のペンダントづくり（おもしろもの

づくり教室） 

対象 高校生以上 

参加人数 10 名 

開催日時 2013/8/8,9,12 

会場 ものつくり大学 

責任者 製造学科 教授，鈴木克美 

備考 共催：行田市 

内容 

行田市共催で毎年行われている，おもしろものづくり教室のプログラムの一つとして実

施．内容はワックスを自分の好きな形に加工し，加工してできたワックスで型を作り，そ

の型に溶かした銀を流し込むとワックスが溶け，型通りに銀製のアクセサリーが完成す

る．参加者は大人が多く，普段は体験できないことができ楽しみながら参加していた． 

意義，成果 

行田市民の小学校から大人までを対象に，いろいろなものづくり教室を開催すること

により，ものづくりの楽しさや面白さ，醍醐味を実感して貰う．子供達には，理系離れの

解消を図る． 

トピックス 学内 HP に教室の様子を記載 

 

名称 
自分のリズムでタンタン鍛金（おもしろもの

づくり教室） 

 

対象 小学生以上 

参加人数 8 名 

開催日時 2013/8/10，11 

会場 ものつくり大学 

責任者 製造学科 教授，市川茂樹 

備考 共催：行田市 

内容 

行田市共催で毎年行われている，おもしろものづくり教室のプログラムの一つとして

実施．内容は銀の棒を熱し少しやわらかくなったところを叩き段々と形にしていき，最

終的にはスプーンやフォークを製作できる．親子で参加した参加者は助け合いなが

ら作業していた． 

意義，成果 

行田市民の小学校から大人までを対象に，いろいろなものづくり教室を開催すること

により，ものづくりの楽しさや面白さ，醍醐味を実感して貰う．子供達には，理系離れ

の解消を図る． 

トピックス 大学 HP に教室の様子を記載 
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96 ものつくり大学平成 25 年度青少年教育活動報告 

 
 

名称 
瑠璃（るり）色の貴石・ラピスラズリ-を磨い

てブローチを作る 

対象 小学生，中学生 

参加人数 のべ約 216 名（先着順），学生 TA:4 名 

開催日時 2013/７/30～8/1 

会場 国立科学博物館 

責任者 製造学科 教授，東江真一 

備考 
サイエンススクエアー 科学と遊ぶ夏休

み！ 入試課協力 

内容 

工業製品と磨きと同じような工程で天然のラピスラズリーを磨きます．最初は粗い SiC

砥粒を使って磨き，最終工程は，0.00025mm のダイヤモンドパウダーで鏡面にしま

す．何故，ダイヤモンドで磨くと鏡面になるかを考えてもらいます． 

意義，成果 
魅惑的な瑠璃色の天然石を使うことで，精密加工を身近に感じてもらいます．全 8 工

程で磨くことで，加工の難しさと工程管理の大事さを知ってもらいます． 

トピックス 
全国的に宣伝され，遠くから来場者が来ます．小学生の夏休みの自由課題としても

取り組まれているようです． 

 

名称 子ども大学こうのす 

対象 小学校４～6 年生 

参加人数 40 名 

開催日時 2013/12/25 

会場 鴻巣市市民活動センター 

責任者 建設学科 教授，長谷川正幸 

備考 埼玉県，鴻巣市教育委員会 

内容 

子ども大学ぎょうだ同様，「はてな学」の中で「ピサの斜塔はなぜ傾くの？」を鴻巣市市

民活動センターにて実施した．子ども大学ぎょうだ同様，液状化の実演では子どもたち

に人気で盛り上がりを見せたと共に，地盤に関して子どもたちに関心を深めた． 

意義，成果 
小学生の知的好奇心を満足させ，ものづくりへの関心を高める．また，産・官・学の連

携を深める． 

トピックス 埼玉県 HP に掲載 
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記 録  Record 

 

平成 25 年度教員研究業績一覧 
 

査読付き論文および国際会議予稿集 

 

著者 題目 雑誌名 

発行年

あるい

は開催

日 

巻あるい

は開催地 
号 

ペー

ジ 

白井裕泰、佐々木昌

孝、中川武 

阮朝フエ王宮における隆

徳殿の番付について 

日本建築学会

計画系論文集 
2014.2 79 696

517-5

24 

菅谷諭、平井聖児、香

村誠、ビチャイサエチ

ャウ 

ドーム型超大画面ディス

プレイに関する研究 

ものつくり大

学紀要 
2013 No.4   

pp.10

-15 

萩原克哉、菅谷諭、的

場やすし、香村誠、平

井聖児、サエチャウビ

チャイ 

ユニバーサルデザインを

考慮した靴型楽器の視覚

障害者への応用 

電子情報通信

学会 2014 年

総合大会講演

論文集 

2014/3/

18-21 
新潟大学 A 

A-19-

6 

 

平岡尚文，高柳映介，

高橋敏夫 

 

両頭平面研削盤における

切り込み量の計算法 

 

ものつくり大

学紀要 

2013   4 4-9 

青木繁・栗田勝実・越

水重臣・西村惟之・廣

井徹麿・平井聖児 

Probabilistic 

Evaluation of a Method 

for Reduction of 

Residual Stress in 

Welded Structure Using 

Vibration、 

Chemical 

Engineering 

Transactions、

2013   
Vol

.33

pp. 

1087-

1092 

青木繁・栗田勝実・越

水重臣・西村惟之・廣

井徹麿・平井聖児 

Modeling for Analysis of 

Residual Stress on 

Welded Joint Subjected 

to Vibration during 

Welding 

Information 2013   

Vol

.16

,No

.11

pp. 

8157-

8160 

青木繁・栗田勝実・越

水重臣・西村惟之・廣

井徹麿・平井聖児 

Modeling for Analysis of 

Residual Stress on 

Welded Joint Subjected 

to Vibration during 

Welding、 

Proceedings of 

the Sixth 

International 

Conference on 

Information 

2013     

pp. 

236-2

39 
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菊田弘之、澤本武博、

篠崎徹、森濱和正、袴

谷秀幸 

 

Cube 型ボス供試体の開発
ものつくり大

学紀要 
2013.6 4   33-38

 

望月昭宏、澤本武博、

樋口正典 

 

養生方法の違いがコンク

リートの表層品質に及ぼ

す影響 

ものつくり大

学紀要 
2013.6 4   39-44

青木優介、澤本武博、

嶋野慶次 

硝酸銀溶液噴霧法による

塩化物イオン浸透深さ測

定におけるいくつかの経

験的知見 

コンクリート

工学年次論文

集 

2013.7 35 1 
1843-

1848 

菊田弘之、澤本武博、

篠崎徹、森濱和正 

Cube 型ボス供試体の充て

ん性および圧縮強度に関

する基礎的研究 

セメント・コン

クリート論文

集 

2014.2 67   
274-2

81 

澤本武博、望月昭宏、

舌間孝一郎、樋口正典 

コンクリートの強度発現

に及ぼす配合および初期

の湿潤養生期間の影響 

セメント・コン

クリート論文

集 

2014.2 67   
311-3

17 

宮田敦典，中田善久，

大塚秀三，岡本圭市 

コンクリートポンプ工法

における圧送距離が圧送

前後の品質変化に及ぼす

一考察 

日本建築学会

構造系論文

集， 第 78 巻，

第 688 号 

2013.6 第 78 巻 

第

688

号 

pp.10

35-10

44 

荒巻卓見，大塚秀三，

八木修，中田善久 

シラン系表面含浸材の表

面保護効果に及ぼす温湿

度の影響に関する基礎的

研究 

コンクリート

工学年次論文

集 

2013.7 Vol.35 
No.

1 

pp.16

45-16

50 

手島基，中田善久，大

塚秀三，荒巻卓見 

コンクリート型枠用合板

の転用に伴う合板の品質

変化がコンクリート表面

の品質および下地モルタ

ルの接着強度に及ぼす影

響 

コンクリート

工学年次論文

集 

2013.7 Vol.35 
No.

1 

pp.37

9-384

荒巻卓見，中田善久，

大塚秀三，宮田敦典，

手島基 

 

関東地方における型枠工

事業者の作業の実状に関

するアンケート調査 

日本建築学会

技術報告集 
2014.2 第 20 巻 

第

44

号 

pp.13

-18 
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荒巻卓見，大塚秀三，

高橋宏樹，三井実，中

田善久，赤谷樹一郎 

コンクリート表面の仕上

がり状態における評価指

標の構築に関する一考察

ものつくり大

学紀要 
2013.6 No.4   

pp.45

-52 

大塚秀三，中田善久，

大木祟輔 

異形鉄筋を切り取ったコ

ア供試体の圧縮強度の補

正方法に関する一考察 

ものつくり大

学紀要 
2013.6 No.4   

pp.53

-60 

前田真佑，大塚秀三，

荒巻卓見，高橋宏樹，

三井実，赤谷樹一郎 

散水によるコンクリート

表面の明度変化に基づく

構造体コンクリート強度

の面評価の試み 

ものつくり大

学紀要 
2013.6 No.4   

pp.61

-68 

降旗翔，大塚秀三，八

木修，荒巻卓見 

シラン系表面含浸材とシ

ラン・シロキサン系表面

塗布材の表面保護効果に

及ぼす養生温度および養

生期間の影響  

ものつくり大

学紀要 
2013.6 No.4   

pp.69

-75 

 

講演論文 

 

著者 題目 雑誌名 開催日 
開催地ある

いは巻 
号 ページ 

白井裕泰 江戸の建築 放送大学 
2013年4月

27・28 日 

埼玉学習セ

ンター 
    

白井裕泰 
「職人の技」－ものつ

くり大学に学ぶ－ 

熊谷市直実市

民大学 

2013年5月

23 日 

ものつくり

大学 
    

白井裕泰 

文化財建造物の保存

と修理－ヴィエトナ

ム･フエ・阮朝・隆徳

殿修復および昭敬殿

復原プロジェクト

2005-2013 

財団法人 い

きいき埼玉 

2013 年 10

月 15 日 

熊谷市妻沼

行政センタ

ー 

    

白井裕泰ほか 

昭敬殿基壇の修復に

ついて－阮朝・太廟・

昭敬殿の復原計画（そ

の 8)- 

日本建築学会

大会学術講演

梗概集 

2013年9月

1 日 
北海道大学   593-594 

佐々木昌孝 

ほか 9名 

『木砕之注文』におけ

る厩の用語について 

日本建築学会

大会学術講演

梗概集 

2013年9月

1 日 
北海道大学     
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青木繁,栗田

勝実,越水重

臣,西村惟之,

廣井徹麿,平

井聖児 

振動を利用した溶接

残留応力低減の評価

法 

日本機械学会

Dynamics and 

Design 

Conference 

2013、USB 論文

集 

      
No.13-18、

151、2013 

小野泰 

木造住宅の耐久設計

と維持管理－外観調

査による劣化状況の

把握- 

木材保存講座 

2013 年 12

月 5 日，13

日 

東京都、京都

市 
    

小野泰 

プレカットＣＡＤ技

術－木質材料／木質

構造 

ﾌﾟﾚｯﾄ CAD オペ

レータ－(２・

３級)技術者研

修 

2013 年 12

月 12 日 

2014年2月

24，26 日 

東京都、名古

屋市、大阪市 
  

  

小野泰 

プレカットＣＡＤ技

術－木質材料／木質

構造 

ﾌﾟﾚｯﾄ CAD オペ

レータ－(１

級)技術者研修

2014年3月

3日 
東京都     

小野泰 

公共建築木造工事/軸

組構法(壁・軸構造)/

枠組壁工法/丸太組構

法/木工事 

公共建築木造

工事標準仕様

書講習 

2014年2月

28 日 

3 月 6，11

日 

札幌市、新

潟、福岡 
    

山本健太， 

原薫 

フォーミュラ SAE 競

技車両用インパクト

アッテネータに関す

る研究（第２報） 

自動車技術会

関東支部 2013

年度学術研究

講演会前刷集 

2014年3月

7 日 

工学院大学

新宿キャン

パス 

CD I2-4 

 

澤本武博、菊

田弘之、篠崎 

徹、森濱和正、

袴谷秀幸 

 

Cube 型ボス供試体の

充てん性に関する研

究 

土木学会第 68

回年次学術講

演会講演概要

集 

2013年9月 東京 5 785-786 

 

菊田弘之、澤

本武博、篠崎 

徹、森濱和正、

袴谷秀幸 

Cube 型ボス供試体の

圧縮強度に関する研

究 

土木学会第 68

回年次学術講

演会講演概要

集 

2013年9月 東京 5 787-788 
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澤本武博、青

木優介、加藤 

絵万、湯浅 

昇、濱崎仁 

硝酸銀溶液噴霧法に

よるコンクリートの

塩化物イオン浸透深

さに及ぼす試料採取

方法の影響 

日本非破壊検

査協会平成 25

年度春季大会

講演概要集 

2013年6月 東京   27-30 

青木 優介、澤

本武博、濱崎 

仁 

硝酸銀溶液噴霧法に

おける変色境界上で

の塩化物イオン濃度

とその変動要因 

日本非破壊検

査協会平成 25

年度春季大会

講演概要集 

2013年7月 東京   

31-34 

菊田弘之、澤

本 武博、篠崎 

徹、森濱和正、

袴谷 秀幸 

Cube 型ボス供試体の

充てん性および強度

特性に関する研究 

日本非破壊検

査協会平成 25

年度春季大会

講演概要集 

2013年8月 東京   55-58 

三橋眞成、高

橋義貴、上原

祐一 

金属とガラスのレー

ザ溶接合の基礎検討  

－レーザ照射パルス

数と溶融半径、深さの

計算ー 

2014 年度精密

工学会春季大

会講演論文集 

2014年3月

18 日 
東京大学   197-198 

松本宏行 

気付きを与え創造性

を育む 3次元ＣＡＤ

設計教育 

設計工学会春

季大会 

2013年5月

26 日 

国士舘大学

(東京) 
    

谷口守孝、松

本宏行、大石 

久己 

生物の進化を考慮し

た変形機構の提案 

日本 IFToMM 会

議シンポジウ

ム 

2013年6月

15 日 

東京工業大

学（東京） 
    

松本宏行、竹

内幸司、大石 

久己、山川新

二 

高次スペクトルを用

いた入力データにお

ける非線形振動系の

周波数応答解析 

日本 IFToMM 会

議シンポジウ

ム 

2013年6月

15 日 

東京工業大

学（東京） 
    

松本宏行 

ものつくり大学にお

ける実験主体の機械

力学教育 

日本機械学会

機械力学計測

制御部門講演

会 D&D2013 

2013年8月

27 日 

九州産業大

学（福岡） 
    

松本宏行、中

野貴幸、竹内 

幸司、大石久

己、山川新二 

高次スペクトルを用

いた非線形振動系の

周波数応答解析 

日本機械学会

機械力学計測

制御部門講演

会 D&D2013 

2013年8月

30 日 

九州産業大

学（福岡） 
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松本宏行，大

石久己，竹内 

幸司，中野貴

幸，山川新二 

高次スペクトルを用

いた非線形振動系の

周波数応答解析 

制振工学研究

会 

2013 年 12

月 13 日 

東京都立産

業技術研究

センター（東

京） 

    

松本宏行， 

佐山遼太 

modelica 言語を用い

た複合物理領域にお

ける設計解析第一

報：概要および解析手

法について 

日本機械学会

2013 年度年次

大会 

2013年9月

10 日 

岡山大学（岡

山） 
    

佐山遼太， 

松本宏行 

modelica 言語を用い

た複合物理領域にお

ける設計解析第ニ

報：簡易モデルによる

検討 

日本機械学会

2013 年度年次

大会 

2013年9月

10 日 

岡山大学（岡

山） 
    

飯嶋瑞生， 

松本宏行 

3D プリンタを活用し

た人形製作～高大連

携プロジェクトを通

じて～ 

日本機械学会

東海支部総

会・講演会 

2014年3月

18 日 

大同大学（愛

知） 
    

安居裕之，中

田善久，大塚

秀三，春山信

人，斉藤丈士，

宮田敦典 

粗骨材の容積比を変

化させたコンクリー

トの水分の挙動に関

する一考察（その 1 

質量減少率と乾燥収

縮率の関係） 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.33-34 

宮田敦典，中

田善久，大塚

秀三，春山信

人，斉藤丈士，

安居裕之 

粗骨材の容積比を変

化させたコンクリー

トの水分の挙動に関

する一考察（その２ 

質量減少率および自

由水量） 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.35-36 

荒巻卓見，三

井実，大塚秀

三，中田善久，

高橋宏樹，赤

谷樹一郎 

コンクリート表面の

色むらに関する官能

評価と画像解析によ

る定量的評価の関係

に及ぼす視野角の影

響 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.157-158 
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我妻佳幸，大

塚秀三，斉藤

丈士，澤本武

博，赤谷樹一

郎，荒巻卓見 

改良型旋回磨砕板法

により製造された高

品質再生骨材のコン

クリート用骨材への

適用性に関する基礎

的研究 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.227-228 

大塚秀三，中

田善久 

異形鉄筋を切り取っ

たコア供試体の圧縮

強度の簡易な補正係

数の算定に関する一

考察 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.313-314 

 

前田真祐，大

塚秀三，荒巻

卓見，高橋宏

樹，赤谷樹一

郎，三井実，

中田善久 

 

散水による明度変化

に基づく構造体コン

クリート強度の面評

価に関する基礎的研

究 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.317-318 

 

田部奈津子，

中田善久，大

塚秀三，春山

信人，斉藤丈

士，宮田敦典，

大辻浩輔，大

林賢人 

 

二相複合材料の観点

から見たコンクリー

ト応力－ひずみ曲線

に関する検討（その

1）実験概要および圧

縮強度と各段階にお

ける応力時のひずみ

の関係 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.331-332 

 

大林賢人，中

田善久，大塚

秀三，春山信

人，斉藤丈士，

宮田敦典，大

辻浩輔，田部

奈津子 

 

 

二相複合材料の観点

から見たコンクリー

ト応力－ひずみ曲線

に関する検討（その

2）粗骨材の容積比と

圧縮強度および性弾

性係数の関係 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.333-334 
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春山信人，中

田善久，大塚

秀三，斉藤丈

士，宮田敦典，

大辻浩輔，大

林賢人，田部

奈津子 

二相複合材料の観点

から見たコンクリー

ト応力－ひずみ曲線

に関する検討（その

3）コンクリートとモ

ルタルの圧縮強度の

関係 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.335-336 

中田善久，大

塚秀三，松原

俊一，荒巻卓

見，手島基 

部材の種類がコンク

リートの打ち込み速

度に及ぼす影響に関

する一考察 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.365-366 

藤巻慶太，中

田善久，斉藤

丈士，大塚秀

三，串田真基 

溶融スラグ骨材を用

いたモルタルにおけ

るポップアウトの発

生に関する検討（その

3 養生方法がポップ

アウトの発生に及ぼ

す影響） 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.485-486 

串田真基，中

田善久，斉藤

丈士，大塚秀

三，藤巻慶太 

溶融スラグ骨材を用

いたモルタルにおけ

るポップアウトの発

生に関する検討（その

4 硬焼石灰の吸水条

件がポップアウトの

発生に及ぼす影響） 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.487-488 

 

高瀬貢平，中

田善久，大塚

秀三，宮田敦

典，手島基，

荒巻卓見 

型枠工事における工

事計画の実状に関す

るアンケート調査 

その 1 調査概要、契

約および積算 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.567-568 

手島基，中田

善久，大塚秀

三，荒巻卓見，

宮田敦典，高

瀬貢平 

型枠工事における工

事計画の実状に関す

るアンケート調査 

その 2 合板の取り

扱いおよび転用計画 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.569-570 
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湯本哲也，中

田善久，大塚

秀三，斉藤丈

士，宮田敦典，

荒巻卓見，和

田平作 

レディーミクストコ

ンクリート工場にお

いて製造されたコン

クリ－トの運搬記録

による目視スランプ

の変化量に関する一

考察 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.613-614 

中里想，大塚

秀三，竹村雅

行，遠藤未来，

赤谷樹一郎，

荒巻卓見 

版築壁の現代工法へ

の展開に関する研究 

その 4 真壁の版築

壁における施工性の

検証および壁倍率の

算定 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.911-912 

赤谷樹一郎，

大塚秀三，中

里想，荒巻卓

見 

版築壁の現代工法へ

の展開に関する研究 

その 5 版築壁の構

成材料の相違による

固化機構が圧縮強度

に及ぼす影響 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.913-914 

降旗翔，大塚

秀三，八木修，

荒巻卓見，中

田善久 

シラン系表面含浸材

とシラン・シロキサン

系表面塗布材の表面

保護効果に及ぼす養

生環境の影響 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.1265-1266

 

矢嶋宏紀，長

島早枝子，杉

本将平，落合

正行，大塚秀

三，宮里直也，

山中新太郎 

 

仮設建築物の設計お

よび施工を通した

OSSB 麦わら成型板の

可能性 

2013 年度日本

建築学会大会

学術講演梗概

集(北海道)A-1

分冊 

2013年8月 北海道大学   pp.242-243 

 

赤谷樹一郎，

大塚秀三，荒

巻卓見，降旗

翔 

構成割合の違いが版

築供試体の圧縮強度

および形状変化に及

ぼす影響 

日本建築仕上

学会 2013 年大

会学術講演会 

2013 年 10

月 
東京大学   pp.61-64 
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倉澤尚人，大

塚秀三，高橋

宏樹，三井実，

荒巻卓見 

試料サイズおよび視

野角の相違がコンク

リートの色むらに関

する官能評価と画像

解析による定量評価

の関係に及ぼす影響 

日本建築仕上

学会 2013 年大

会学術講演会 

2013 年 10

月 
東京大学   pp.153-156 

手島基，中田

善久，大塚秀

三，宮田敦典，

荒巻卓見 

コンクリート型枠用

合板の転用における

合板の含水率変化が

コンクリート表面の

品質に及ぼす影響 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.133-134 

高瀬貢平，中

田善久，大塚

秀三 

異形鉄筋を切り取っ

たコア供試体の直径

の違いが圧縮強度に

及ぼす影響 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.135-136 

串田真基，中

田善久，斉藤

丈士，大塚秀

三，藤巻慶太 

溶融スラグ細骨材を

用いたコンクリート

におけるポップアウ

トの発生に関する検

討 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.137-138 

 

湯本哲也，中

田善久，斉藤

丈士，大塚秀

三，宮田敦典，

荒巻卓見 

 

レディーミクストコ

ンクリートの品質管

理における目視スラ

ンプ検査に関する一

考察 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.139-140 

 

大林賢人，中

田善久，大塚

秀三，斉藤丈

士，春山信人，

大辻浩輔 

 

モルタルの応力- ひ

ずみ曲線を基準とし

たコンクリートの応

力- ひずみ曲線の挙

動に関する一考察 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.141-142 

 

安居裕之，中

田善久，斉藤

丈士，大塚秀

三，宮田敦典 

 

コンクリートの長さ

変化試験における水

分の挙動に関する一

考察 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.143-144 
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藤巻慶太，中

田善久，大塚

秀三，手島基，

清水良平 

金属拡張系あと施工

アンカーに関する文

献的検討 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.145-146 

宮田敦典，中

田善久，大塚

秀三，斉藤丈

士，荒巻卓見 

宿泊施設におけるペ

ットの同伴を可能に

したときの内装仕上

材に関する意識調査 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.147-148 

田部菜津子，

中田善久，大

塚秀三，斉藤

丈士，宮田敦

典，湯本哲也 

コンクリート供試体

における見掛け密度

の測定方法に関する

一考察 

平成 25 年度日

本大学理工学

部学術講演会

論文集 

2013 年 12

月 
日本大学   pp.185-186 

村井克綺，中

田善久，斉藤

丈士，大塚秀

三，宮田敦典，

安居裕之 

コンクリートの長さ

変化試験における水

分の挙動に関する一

考察 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.29-32 

 

横山悠，中田

善久，大塚秀

三，春山信人，

斉藤丈士，大

林賢人，大辻

浩輔，宮田敦

典 

高強度コンクリート

における二相複合材

料の観点から見たコ

ンクリートの応力－

ひずみ曲線に関する

一考察 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.85-88 

山本哲也，中

田善久，大塚

秀三，高瀬貢

平 

異形鉄筋を含んだコ

ア供試体の直径の違

いがコア強度に及ぼ

す影響に関する研究 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.89-92 

鈴木駿，中田

善久，大塚秀

三，高瀬貢平 

平板試験体における

コア供試体の直径お

よび採取深さが圧縮

強度とそのばらつき

に影響する基礎的検

討 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.93-96 
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赤谷樹一郎，

大塚秀三，荒

巻卓見，降旗

翔 

 

締固めエネルギーが

版築供試体の圧縮強

度および形状変化に

及ぼす影響 

 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.101-104 

武内大樹，大

塚秀三，赤谷

樹一郎，荒巻

卓見，降旗翔 

炭酸化が版築供試体

の圧縮強度および形

状変化に及ぼす影響 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.113-116 

水越清文，中

田善久，大塚

秀三，清水良

平，藤巻慶太 

金属拡張系あと施工

アンカーにおける先

端形状の違いが引抜

き耐力に及ぼす影響 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.125-128 

 

倉澤尚人，大

塚秀三，高橋

宏樹，三井実，

荒巻卓見，中

田善久 

 

コンクリート表面の

色むらの官能評価に

及ぼす検査条件の影

響に関する基礎的研

究 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.129-132 

秋山太一，中

田善久，大塚

秀三，荒巻卓

見，手島基 

コンクリート型枠用

合板の転用における

合板の含水率変化が

コンクリート表面の

品質に及ぼす影響－

水セメント比の変化

に関する検討－ 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.169-172 

 

須藤泰明，大

塚秀三，八木

修，降旗翔，

荒巻卓見，中

田善久 

 

シラン系表面含浸材

の表面保護効果へ及

ぼす温湿度および養

生期間の影響 

2013 年度日本

建築学会関東

支部研究発表

会研究報告集

Ⅰ 

2014年2月 日本大学   pp.189-192 
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大島博明 

市町村合併における

庁舎建築に関する研

究３・・・本庁舎業務

機能の変化及び移転

に関する研究（秩父市

の場合） 

日本建築学会

2013 北海道大

会 学術講演

梗概集 

2013年9月

1 日 

北海道大学     

大島博明 
旧秩父セメント跡地

活用構想について 
  

2013年5月

7 日 
秩父市議会     

大島博明 

秩父市役所及び市民

会館の設計案につい

て 

  

2013年6月

24 日 秩父市役所     

大島博明 
地域の活性化と個性

あるまちづくり 
  

2013年7月

5 日 

熊谷市商工

会議所 
    

大島博明 
地域の活性化と個性

あるまちづくり 
  

2013 年 11

月.20 日 

秩父広域市

町村議会 
    

鈴木克美 

ダクタイル鋳鉄の引

け巣に関する各社諸

条件での評価 

日本鋳造工学

会 第 162 回全

国講演大会 

概要集 

2013年5月

26 日 
山梨大学  49 ｐ49 

小池真弘，鈴

木克美 

ダクタイル鋳鉄にお

ける球状化剤の比較

検討 

日本鋳造工学

会 第 163 回全

国講演大会 

概要集 

2013 年 10

月 26 日 高岡商工ビ

ル 
12 ｐ13 
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記 録  Record 
 

平成 25 年度教員著作一覧 
 

著者 書名 出版社 出版社所在地 発行年月日 

白井裕泰 

阮朝・太廟・昭敬殿の復原

計画－ヴィエトナムの文

化遺産に関する国際協力

－2012 年度活動報告（平

成 24 年度科学研究補助

金基盤研究 A） 

ものつくり大学

白井裕泰研究室
埼玉県行田市 2014 年 3 月 

土居浩【分担執筆】 

村上興匡・西村明編『慰霊

の系譜―死者を記憶する

共同体―』（土居「異常死

者葬法の習俗をめぐって」

所収） 

森話社 
東京都千代田

区 

2013 年 11 月 21

日 

小野泰ほか 木材保存 

公益社団法人 

日本木材保存協

会 

東京都 2013 年 12 月 

小野泰ほか 
プレカット CAD 技術者研

修テキスト 

一般社団法人 

全国木造住宅機

械プレカット協会

東京都 2013 年 11 月 

小野泰ほか 
公共建築木造工事標準仕

様書 

一般社団法人 

公共建築協会 
東京都 2013 年 7 月 

大塚秀三，北條哲

男，三原斉ほか 

1 級建築施工管理技士ジ

ャンル別暗記のポイントと

確認問題 

(株)彰国社 東京 2014 年 1 月 

三原斉、大島博明、

大塚秀三、伊藤大輔

ほか 

1 級建築士スピード学習

帳 2014 
エクスナレッジ 東京都 

2013 年 11 月 29

日 

三原斉、大島博明、

大塚秀三、伊藤大輔

ほか 

2 級建築士スピード学習

帳 2014 
エクスナレッジ 東京都 

2013 年 11 月 29

日 
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解説等 
 

著者 題目 
書名（雑誌名，

報告書名など）
巻 号 発行年月日 ページ 

佐々木昌孝 
浜島一成『伊勢神宮を造

った匠たち』抄録 
建築雑誌 

vol.12

9 

no.165

3 
2014 年 1 月 pp.73-74 

土居浩 
葬送・墓制（日本民俗学

の研究動向 2009-2011） 
日本民俗学   277 

2014 年 2 月

28 日 
33-42 

土居浩 

ことはそれだけではない

だろう―高取正男の読み

方思案― 

日本民俗学   276 
2013 年 11

月 30 日 
93-102 

土居浩 

【項目執筆】石の怪異,金

神,死体の怪異,祟り,祟り

地,墓場の怪異,霊魂 

小松和彦監修

『日本怪異妖怪

大事典』東京堂

出版 

    
2013 年 7 月

10 日 
  

平井聖児、ビ

チャイサエチ

ャウ 

高濃度マイクロバブルを

用いた精密部品の洗浄 

研究開発リー

ダー 

vol.10

,no.6 
  2013 年 9 月 21-23 

小野泰 

木造耐震補強－水平構

面のせん断性能に関す

る研究 

ものつくり研究

情報センター 

寄付研究報告

書 

    
2013 年 10

月 
24 ページ 

小野泰 

木造耐震補強－鉛直構

面のせん断性能に関す

る研究 

ものつくり研究

情報センター 

寄付研究報告

書 

    
2013 年 10

月 
19 ページ 

増渕文男、澤

本武博、大窪

力司、村上幸

一、片山豊

廣、石井隆、

吉澤清三、加

藤博、高橋 

辰雄 

GFRP トラス橋の建設－

第 2 連絡橋「野村東太

橋」－ 

ものつくり大学

紀要 
4   2013 年 6 月 97-102 

松本宏行 
クォータ制を活用したも

のづくり教育 

日本機械学会 

メカトップ関東 
35   2013 年   

松本宏行 高次スペクトル解析につ 株式会社小野     2013 年 11   
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 112 平成 25 年度教員著作一覧 

いて（解説） 測器 月 15 日 

大塚秀三 

特集：構造体コンクリート

のひび割れは低減でき

ているのか－施工での

ひび割れ対策－設計図

書の確認，打込み・締固

め，補強筋 

建築技術 
No.76

6 

11 月

号 

2013 年 11

月 
pp.160-167 

鈴木克美 
鋳造業の海外展開の課

題と期待 
雑誌「素形材」 54 巻

11 月

号 

2013 年 11

月 
ｐ1 

鈴木克美 
”テクノロジスト”の時代

要請に応える 
雑誌「素形材」 55 巻 3 月号 2014 年 3 月 ｐ46 
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記 録  Record 
 

平成 25 年度教職員学外役職/審査員等一覧 
 

国・地方自治体関係 

委員会等名称 所管団体 役職名 教職員名 
教職員 

所属 

技能者（現代の名工）表彰審査委員会 厚生労働省 委員 白井教授 建設 

彩の国総合技能展審査委員 埼玉県 委員 白井教授 建設 

あきる野市文化財保護審議会 あきる野市 委員 白井教授 建設 

上尾市建築審査会 上尾市 副会長 白井教授 建設 

行田市環境審議会 行田市 会長 白井教授 建設 

行田市資源リサイクル審議会 行田市 会長 白井教授 建設 

行田市エコタウン推進協議会 行田市 委員長 白井教授 建設 

国立市文化財保護審議会 国立市 会長 白井教授 建設 

熊谷市開発審査会 熊谷市 委員 白井教授 建設 

熊谷市建築紛争調停委員会 熊谷市 委員 白井教授 建設 

羽村市文化財保護審議会 羽村市 会長 白井教授 建設 

三次元継ぎ手・球面軸受評価・検討分科会

独立行政法人 

防災科学技術

研究所 

委員 平岡教授 製造 

東京都目黒区文化財審議会 目黒区 審議委員 佐々木准教授 建設 

荒川区文化財保護審議会 
東京都荒川区

教育委員会 
委員 土居教授 建設 

中古住宅流通促進・ストック再生に向けた

既存住宅等の性能評価技術の開発・劣化

調査検討 WG 

国土交通省国

土技術政策総

合研究所 

委員 小野教授 建設 

木造住宅の耐久性向上に関わる建物外皮

の構造・仕様とその評価に関する共同研究

国土交通省国

土技術政策総

合研究所 

委員 小野教授 建設 

官庁施設コスト抑制検討会 

 
 

国土交通省大

臣官房官庁営

繕部整備課 

委員 小野教授 建設 

ものづくり立国の推進事業（業界等が取り

組む熟練技能者を活用した技能継承の支

援・促進）に係る企画書評価委員会 

厚生労働省 評価委員 松本准教授 製造 

各種技能競技大会等の推進事業に係る企

画書評価委員会 
厚生労働省 評価委員 松本准教授 製造 
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 114 平成 25 年度学外役職/審査員等一覧 

技能検定職種の統廃合等に関する検討会 厚生労働省 委員 松本准教授 製造 

秩父市事業推進アドバイザー 秩父市 
アドバイ

ザー 
大島教授 建設 

秩父市文化財保護審議委員会 秩父市 委員 大島教授 建設 

秩父祭保存委員会 秩父市 常任委員 大島教授 建設 

秩父市エコタウン検討委員会 秩父市 委員 大島教授 建設 

秩父広域市町村圏組合新火葬場建設検討

委員 

秩父広域市町

村圏組合 
委員長 大島教授 建設 

北本市都市計画審議会 北本市 委員 大島教授 建設 

埼玉県産業総合技術センター運営委員会 
埼玉県産業総

合技術センター
委員 鈴木教授 製造 

埼玉県アルミ鋳物検定委員会   副委員長 鈴木教授 製造 

その他団体 

委員会等名称 所管団体 役職名 教職員名 
教職員所

属 

文献抄録第７部会（歴史意匠）抄録委員会

委員 
日本建築学会 委員 佐々木准教授 建設 

関東支部歴史意匠専門研究委員会委員 日本建築学会 委員 佐々木准教授 建設 

技能五輪全国大会 
中央職業能力

開発協会 
競技委員 佐々木准教授 建設 

若年者ものづくり競技大会 
中央職業能力

開発協会 
競技委員 佐々木准教授 建設 

木造住宅用接合金物審査委員会 

(財)日本住宅・

木材技術センタ

ー 

委員 小野教授 建設 

プレカット CAD 技術者認定検討委員会 

一般社団法人 

全国木造機械

プレカット協会 

委員 小野教授 建設 

木造耐力壁ジャパンカップ実行委員会 
NPO 法人 木

の建築フォラム
委員 小野教授 建設 

既調合軽量セメントモルタル塗り外壁の構

造性能に関する調査研究 

特定非営利活

動法人湿式仕

上技術センター

委員 小野教授 建設 

担い手育成拠点事業アドバイザー会議 

一般社団法人 

木を活かす建

築協会 

委員 小野教授 建設 
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構造用木質材料の変形と破壊に関する小

委員会 

一般社団法人 

日本建築学会 
委員 小野教授 建設 

伝統要素設計法小委員会 
一般社団法人 

日本建築学会 
委員 小野教授 建設 

木造建築工事標準仕様書講習会検討会議
一般社団法人 

公共建築協会 
主査 小野教授 建設 

枠組壁工法建て方施工精度調査検討委員

会 

一般社団法人 

日本ツーバイフ

ォー建築協会 

委員長 小野教授 建設 

ラミネートログ委員会 

協同組合いわ

き材加工センタ

ー 

委員 小野教授 建設 

木質構造評定委員会 
ハウスプラス確

認検査㈱ 
委員 小野教授 建設 

国産無垢の家開発委員会 
（株）コシイプレ

ザービング 
委員 小野教授 建設 

埼玉県本部理事会 
（公社）日本空

手協会 
理事 原教授 製造 

学生自動車研究会 
（公社）自動車

技術会 
参与 原教授 製造 

理事会 
行田市空手道

連盟 
理事 原教授 製造 

大会実行委員会 

スターリングテ

クノラリー技術

会 

委員 原教授 製造 

コンクリート中の配筋探査技術者資格認証

制度認証運営委員会 

社団法人日本

非破壊検査工

業会 

委員 澤本准教授 建設 

TokyoDesignersWeek2013 学校作品展・実

行委員会 

NPO デザイン

アソシエーショ

ン 

実行委員

および

審査委員

松本准教授 製造 

関東支部埼玉県技術懇談会 
日本コンクリー

ト工学会 
幹事 大塚准教授 建設 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ基本技術調査委員会ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

施工技術調査 WG 

 

 

日本コンクリー

ト工学会 

委員 大塚准教授 建設 
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 116 平成 25 年度学外役職/審査員等一覧 

材料・施工専門研究委員会RC建築物の不

具合事例収集 WG 

日本建築学会

関東支部 
委員 大塚准教授 建設 

コンクリート工学年次論文集外部査読委員

会 

日本コンクリー

ト工学会 
委員 大塚准教授 建設 

工学教育研究講演会運営委員会 
日本工学教育

協会 
委員 大塚准教授 建設 

日本コンクリート工学会 
日本コンクリー

ト工学会 
代議員 大塚准教授 建設 

コンクリート工学論文集編集委員会 
日本コンクリー

ト工学会 
委員 大塚准教授 建設 

日本コンクリート工学会 

日本コンクリー

ト工学会関東

支部 

常任委員 大塚准教授 建設 

材料・施工専門研究委員会 
日本建築学会

関東支部 
委員 大塚准教授 建設 

日本鋳造工学会関東支部理事会 

公益社団法人

日本鋳造工学

会 

理事 鈴木教授 製造 

素形材センター編集委員会 
一般財団法人

素形材センター 
編集委員 鈴木教授 製造 

包括的職業能力評価制度整備（鋳造業）委

員会 

中央職業能力

開発協会 
座長 鈴木教授 製造 

日本ダクタイル鋳鉄協会 理事会 
日本ダクタイル

鋳鉄協会 
副会長 鈴木教授 製造 

日本ダクタイル鋳鉄協会 研究委員会 
日本ダクタイル

鋳鉄協会 
研究院長 鈴木教授 製造 
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記 録  Record 
 

平成 25 年度海外出張実績 
 
 

出張者 出張者所属 出張先 用件 期間 

白井教授 建設学科 ベトナム 
文科省科研費基盤研究 A 海外

学術調査 

2013 年 6 月 28 日～31

日, 8 月 16 日～23 日, 9

月 11 日～14 日, 12 月

22日～25日, 2014年2

月 24 日～3 月 4 日 

白井教授 建設学科 インドネシア 
世界遺産（ボロブドゥール・プラ

ンバナン他）調査 
2013 年 7 月 12 日 

土井講師 製造学科 米国 
研究室アメリカ研修＆卒業研究

調査 

2013 年 9 月 10 日～17

日 

土井講師 製造学科 ニュージーランド
NZ Linguistic Society 2013 

Conference  

2013 年 11 月 18 日～

23 日 

大島教授 建設学科 フランス 
パリを中心とした建築デザイン

及び改修デザインの調査等 

2014 年 3 月 21 日～28

日 

鈴木教授 製造学科 インド 委託研究先との技術打合せ 
2013 年 12 月 15 日〜

18 日 
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